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これは，ジェイムズ・ステュアート (Sir James Steuart) がロバート・プレイム (Robert
Frame) のベンネイムで公表したとされる， wラナーク州の利益についての諸考察J1， Considｭ
erations on the Interest 01 the County 01 Lanark, 1769. の邦訳である。その底本としては，
いわゆるゴールドスミス・ライブラリ Goldsmiths' Library 所収の初版 (Wサー・ジェイム
ズ・ステュアート著作集』第 5巻， The Works, Political, Meta.ρhisical & Chronological 01 
the late Sir James Steuart 01 Coltness, Bart. Vo1. 5, London, 1805. に収められた『スコ
ットランド・ラナーク州の利益についての諸考察J1， Considerations on the Interest 01 the 
County 01 Lanark in Scotland. については，すでにわれわれの邦訳がある〉が使用された。
凡例
1.原典のイタリック体は，訳文では傍点で示した。
2. 原典の( )は，そのまま訳文に移した。
3. 訳文にあるく >は，訳者が補った訳注ないし訳者が必要と判断した原語を示す。
4. 原注は，原文にあるままに*， +などで示し，その段落の末尾に示した。
5. 訳者の注は，アラビア数字(1)， (2)で示して訳文の末尾に一括した。
6. 訳者は，訳語の統一についてできるだけ注意を払ったが，必ずしも一語一訳の原則を貫くことができ
なかったので，訳文にルピを付すことで原語が表象できるようにした。
7. 原典のページ数を[ Jで囲って，訳文の欄外にアラピア数字で示した。ただし，英語と日本語の構造
が違うので，正確な表示は困難であった。また，この表示は本文を旨としているので，原注が複数のペ
ージにわたっている場合は，さらに難しい問題を含んでいる。
ラナーク州の利益についての諸考察
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ダルサッフの著述家ロバート・プレイム著
「しかし，この技芸(政治学〉には能力が劣った人々の活躍する領域があり，こういう人々
は，もっと有能な手腕の持ち主によって利用されるべき素材を見つけて整えることを考えるの
が関の山で，もし熟達した名匠が使う道具を制作できれば，自分たちにとってそれで十分誇り
に思うのである。そしてこの論文の著者はまさしくこの立場にある。」
ダヴナントの『イングランドの公収入と貿易にかんする第一論説』
グラスゴウ:
著者のためにロバート・ダンカン書店印刷，同社並びに当地の他の書店，エテ、ィンバラのロウ
クレイン・ハンター，ラナークのウィリアム・エイトキンおよびハミルトンの郵便局販売。
1769年。
ラナーク州の土地利害集団と商工業利害集団および彼らの援助と保護のために:
以下の諸考察は，彼らの最も従順で最も卑しき僕ロパート・プレイムにより謹んで著される。
、lJ? ?r'i
、 ラナーク州の利益その他についての諸考察
何か思うところがあって諸国民の政策に関連した推論をするようになった人は，その考察対
象が，一様で長いあいだにできあがった慣習で生活している住民であるか，良かれ悪しかれ変
化している住民であるかによって，一連の考察に著しい違いがあるのに気づく。
[2J 前者では，その人は事実を調査して，誰にでも知られている外観を諸原理に還元するだけで
よし、。
後者では，その人はもっと創意を発揮しなければならない。なぜなら変化の結果が長い経験
によって明らかにならない時には，その人は将来の帰結についての妥当な推論を行うのに，推
測に頼らなければならないからである。
ここでの考察の対象であるこの州は， (私の理解では)先に述べた後者の状況に最もふさわ
しいだろう。その富と重要性のゆえに，首都であるグラスゴウは商工業の進歩の点で，スコッ
トランドのあらゆる都会にたいして大いに模範を示すようになっている。私が思うには，この
ランデy r ・ィ γ タ νスト
<州の>土地利害集団は，その仲間の諸州のうちでも，農業という学科では不幸にも最下位に
ある。
グラスゴウの商業はその住民の数を増加させてきた。この増加した住民は，今ではこの州が
供給できる以上の生活資料を求めている。そこで，クライズデイルの土地利害集団は，自活を
余儀なくされた時以来，親から独立するにいたった勤勉な息子をもっ貧しい親のように思われ
る。
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事態は今や全面的な変化を経験しつつある。改良の精神がこの州のいたるところで芽生えて
いる。近年，この州での供給不足と，グラスゴウがその必要物を他の地域で確実にしかも恒常 [3J 
，、イ・プライタズ
的に供給をうける際にでくわす困難とのために，生活資料が高価格になっているが，それは一
方で農業者の聞に農業への関心を呼び起こし，他方で、市民たちはフォースとクライド聞の運河
によって外部からもっと確実な供給を求めざるをえないところまで駆り立てられたのであった。
しかしながら，この改良の精神は当面のところ順序を踏んで進んできている。
ハイ・デマ~ " . 
たしかに，グラスゴウ市場からの高い需要はこの州の土地改良を推進するための最初の刺激
だっ Tこ。
この目的のために，われわれは囲込みや肥料，とくに石灰の導入を強いられている。こうし
デイ・ ν イバラ デイ・ νィ
た囲込みと施肥とは，日雇労働者にたいする需要を大いに増加させている。その結果は日雇労
働の価格と田舎の作男の賃金との上昇である。
こうしたことすべての結果，土地の地代が大いに引き上げられた。穀物の高価格は一方で田
舎の凍りついた住民に活気を与えたように，他方でそれは都会の住民の嫉妬をかきたてたので、
あった。都会の住民は，<穀物の>高価格が土地利害集団に極めて有利なので，それらは商工業
には有害にちがいないと，結論づけている。しかし，この結論に正当な根拠があるか否かとい [4J 
う問題は重要なことであるから，それはどうしても公平かつ慎重に検討されなければならない。
運河の計画がおこったのは諸利害のこうした想像上の対立からであり，実のところ一部には
たぶん必要からである。(陸運から水運へと〉グラスゴウへの生活資料の輸送方法がこのよう
に大きく変化することは土地利害集団にある程度影響せざるを得ないので，この変化の帰結は
丹念に考察されなければならない。
この目的のために，次の点を検討する必要があるだろう。第一。この州の道路の現状。第二。
この州が供給できるものを夏でも冬でも市場に運びだすのに要する費用。第三。この州がグラ
スゴウに供給できる収穫物すべてから成る部分を集めていくつかの田舎市場へ運ぶのにとられ
ている政策と実際とを調査すること。そして最後に，こういう方面で誤ったやり方をことごと
く改めるのにどんな考え方が妥当なのかを明らかにすること。
こうした諸事情を個々別々に検討することは私の意図ではない。いくらかの諸事情は極めて
密接に結びついており，ただ一つの主題を構成するほどになっている。私はこれらの諸事情を
ひとつひとつ列挙することから始めたが，それはひとえに読者にわれわれの環境の変化を示す (5J 
ためで、あり，また一つの変化がいかに自然に別の変化をひきおこし，一つの鎖でつながってい
るように，住民の大部分の考え方や仕事の有り方をことごとく知らないうちにいかに変化させ
るのかという点を明らかにするためであった。
不断の経験がわれわれに教えるところによれば，われわれの環境の大きな変化はすべてわれ
われの生活の仕方の点でそれにふさわしい変化を求めている。もしわれわれがそれを無視する
と，何か不都合がそれにつづいて起こるものである。時がたつにつれて，ゆっくりではあるが
-71-
渡辺邦博，飯塚正朝
われわれの習慣は実際変わっていき，各々の状況にその習慣をあらたに順応させてゆく。そう
すると，われわれのうちで機をみるのにたけた者が変化の帰結を最初にみてとり，真っ先に対
策を講じるのである。
われわれの土地改良とわが勤労の拡大とに向かっているこの進歩の利点がどのようなもので
あれ，次のことははっきりしている。すなわち， (その知識が自分たちの過去の経験に限られ
ロウア・タラシズ
ており，その地域の風習だけを頼りに暮らしている〉わが住民の下層階級は，われわれの現在
の状況と，この園では目新しいとはいえ，諸変革が遠い昔に十分な効果をあげている王国の他
の地方の状況とを比較できる人々の教えと模範とを必要とすることが多いということである。
γ ト P ・ ν ィ，ξ ヲーズ
どうにか一年を暮らしてきている田舎の労働者階級はみんな，その日々の労働に対して週当
[6J り 4 シリングを受けとることの何たるかが十分わかっていないのだが，それは大きな変化にち
がいないのだ! 以前ならもし彼らに，どのように暮らしてきたのかとたずねたとしたら，彼
らは次のように答えただろう。IlT神J のおめぐみによって。』この答えは全く素直で適切で、あ
った。彼らの勤労は以前には実に種々雑多であり，彼らの見つける仕事もほんとうに不安定か
っ不確実だったので，彼らはそれに名をつけることができなかったので、ある。ところが彼らは
頼りとしなければならない基金がわかっており，しかも彼らは 1 マスのミールに対して支払う
ことができるのは何かも知っている。
住民の生活様式にそういう変化があった場合に，その変化を明らかにするように努力を傾け
ることは有能な市民なら誰にとっても義務である。そういう場合にどういうことがおこりうる
かをその市民はあえて予告しでもよい。万ーその人が誤解を受けることがあっても，彼は自分
に対する不名誉を少しも恐れずこうしてもよい。というのも，たとえ彼が事情によく通じ，大
変正確な判断を下すとしても，起こるべき不測の事態が非常に複雑でこみ入っている場合，何
が生ずるだろうとか，生ずるに相違ないとかいうことを，ある程度正確にあえて予言できる人
は誰もいないからである。
農業の気運がこの州に広がり始めて以来それほど年月はたっていない。実際，個々に改良さ
れている土地はいくつかあるし，そうしたところでは，三種類の収穫物のために以前は半クラ
ウンにも値しなかった 1 エイカが，今では年 5 ポンド・スターリングとなっている。当時は少
[7J 数の土地所有者が自分たちの趣味で改良を行っていた。今では多数の農業者がその例にならい
始め，改良で利益があればと願っているように思われる。
一大所領の現在の経営が疑いもなくよい例を示している。そして私の信じるところでは，こ
の州がこれまで農業でほとんど進歩してこなかったのは，この所領のこれまでの経営方法によ
るところが大きいのである。
世襲所領は，その所領改良のために貨幣を投ずることに反対する根拠と考えられていた。地
代の引き上げは，後代には有利だが，今の所有者から借地契約金<Grassum>* を奪うものと
考えられたのである。その結果，この所領の地代はその周囲のどこと比べてもきわめて低く，
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結果的にはさらに，そういう大所領が分割される相場が低い以上，領主は自己の所領の価格に
応じて地代を引き上げることなどできはしなかったので、ある。
* イングランド法での Gersuma.
この所領が新しい経営方法にゆだねられるとたちまち，借地契約金という旧い制度は廃止さ
れた。領地は，全く耕作されていない時に実際に値したところでではなく，適切に耕作される
場合に値したで、あろう相場で貸し出された。生垣や溝で数千エイカを囲込む計画が着手された。 [8J
このことにより冬期に，有能な男たち全員に一定の仕事がで、きたので、ある。賃金はかつて冬の
間，夏期よりも安いのが常だった。現在では賃金ははるかに高くなっている。労働者は出来高
仕事をして，溝づくりで少なくとも 1 日当り 1 シリングをかせぐ。とはいえ，日雇労働者は他
のどんな仕事でも 7 ペンスで雇われることがある+。
ヂイタチ.. -ズ+ このことは異常にみえる。しかし理由は簡単である。溝づくり人夫は霜や雪になれば仕事ができ
ない。それで仕事は比較的不安定で、ある。しかしこうした人夫が住事を失っても，すぐに別の仕事を見
つけることはできない。これに対して，日雇労働者の方は，たいてい年間を通じて雇い入れるジェント
ノレメンの下で働く。しかし， 日雇労働者には，出来高で働くものの多くがそなえている若さや体力・技
能の持ち合わせがないのである。要するに，冬期においでさえ有能な男で佐事がない人はいない，とい
うことである。これに反して，つい最近までは， 1 日かそこらの仕事の呼びかけをしていたら，一定し
た勤労部門についていない多数の人々がそれに応じていただろう。こうした人たちは，住事から放り出
されても，ただ自分たちの惨めな状態に不満の意を示すだけだった。
この大所領が新しい計画にもとづいて貸し出されるとたちまち，領主ならだれでも，農場を
求めてやってくる多数の人々が自分の館に溢れるのに気づいた。これは全く新しい事態である。
以前なら領主は借地人を探すのに苦労したものであるO しかし局面は変わった。そういう取引
での需要者は誰でも以前の価格を引き上げなければならない。ほとんどの人々がこのことを知 [9J 
っている。しかし，実際試みるようになって，誰もがこれが本当だと実感するのである。土地
は，最近 5 年間でそれまでの20年間よりも，この州のどこをみてもはるかに上昇している。私
は認めざるをえないが，それも土壌のほんのちょっとした改良からなのである。しかしすでに
述べたように，土地は今や，当然それに値する相場で貸し出され始めており，以前の所有者に
値していた相場で、は貸与されないし，さらに，新しい借地契約の期限が切れる時には，土地は
以前の契約満了時以上に，必ず上昇するだろう。
土地の地代がこのように突然上昇したことは， うえに述べたような所領の新しい管理だけに
その原因があるというのではない。二つの他の諸事情が領主に有利に働いている。第一。グラ
インダスト P
スゴウの商業の成長とその富・工業ならびに住民の増加が，穀物と畜牛の価格をここ数年の間
スコットランド全体の平均以上に維持してきた。そして私がここで考察している州の利益のた
めに，こうした価格が少なくとも数年間，あまり低下しないということを希望する。また，い
ずれはこうした価格がこの州で下がるのも私は希望し，しかも期待するのである。しかしこれ
は農業の拡大から生ずるべきであり，輸入から生じてはならない。第二。わが勤勉な住民の下
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ターズ
(10J 層階級(以前彼らは小屋住農と呼ばれ，われわれは現在わが日雇労働者と呼んでいる〉に現在
νデ4 ・マュ
与えられている多数の恒常的な仕事のせいで，彼らは市場に持ち込み即 金で支払う現金を手
にするようになっている。以前なら，彼らは領主や農業者から将来の賦役をかたに，彼らが享
受するわずかで不安定な生活資料をうけとっていた。これは相手が善人なら慈善行為として授
与されていたし，悪人なら高利で圧制的な貸し付の極めつけとして与えられていたのだった。
この変化は，今日田舎市場で買いあげられ，どの教区でも顔なじみの人々によって日雇労働者
や紡糸工に小売りされるミールの量が増加していることに端的に示されている。
ヨテ。
この消費の増加によって，小屋や田舎の村から悲惨な状態が大々的に一掃された。消費の増
加は穀価をささえ，土地は仕事がない人々を維持するという重荷から免れている。しかし他方
では，こうした消費の増加は，近頃の改良の結果としてグラスゴウ市がこの州から期待しても
当然のものの増加を妨げているのである。
脱穀し終えた牛に口輪をかますべきでないといわれているように，田舎の勤勉な労働者は，
常になにをおいても食糧を与えられなくてはならない。ところが，巨大市場の需要こそは，勤
イ Y !Iスト，
勉な労働者が生活資料に対して支払わねばならない価格を規制し，彼の勤勉こそがその代価を
彼の手にもたらす。
(11] 以上につづいて私は，生活資料の価格に影響を及ぼす諸原理を研究する予定だが，その原理
から，一国民中の勤労階級全体の利益にてらしてその価格が高すぎたり低すぎたりするのは何
時なのかを判断するための法則をわれわれは発見するだろう。
生活資料の価格は，あらゆる商品の価格を規制するのと同じ原理，つまり需要と供給との割
合によって市場で変動する。これとともに生活資料にかんしては，産業の<発達した>国々に
特有な，顕著なちがいがある。すなわち，生活資料の価格は，食糧を消費する人々のうち最大
多数を占める階級の<購買>能力の限度を超えては決して騰貴しえないということ+である0
1 ステュアート『政治経済学』第 1 巻， 397, 398ページ。
この命題をもっと明快で理解しやすいものにするために，この州でオートミールを消費する
人々のうち，最大多数の階級は 1 年を通じて週当りおよそ 3 シリシグ 6 ペンスの稼ぎがある日
雇労働者だと想定しよう。たとえば，彼らの 1 週間の扶養に必要なオートミールの量が 3 シリ
ング 6 ベンス以上に騰貴するとすれば，彼らはそれを買うことができない。しかもわれわれは
その量が必要なものだと仮定したのであるから，それより少なければ間に合わない。彼らはす
ぐに飢えてしまう。さらにもしも，彼らの需要が市場から引き揚げられてしまうとすれば，以
(12J 前には全住民にとって少なすぎた量が，残りの人々の需要を大きく上まわり，したがって価格
は下落することになる。
もっとも，この国では事態が飢餓という極端なところまで達していないが，程度の差こそあ
れ同じ原理が依然として作用している。高価格は，たとえ最下層階級の需要を完全に切り捨て
はしないにしても，もっと狭い限度にまで需要を切り詰める。最下層階級はその消費を控え，
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食生活は悪化する。彼らはもっと粗末な他の食糧をミールに代用する。さらにこのことにも失
敗するなら，彼らは窮乏化して他人の慈善によって扶養されるのである。
このように扶養される人々はすべての住民の最下層階級を構成するが，この階級を私はいわ
ゆる勤労大衆には含めない。わが貧民は部分的には自分たち自身の生活資料をなお稼ぎうるの
であり，この点を私は否定しない。もしそうでないなら，彼らは現在以上に大きな重荷となる
だろう。わが貧民の状態は別に考察することにしよう。
日雇労働者に対するこの一層の刺激から，オートミールが 1 ベック当り 1 シリングである時
のほうが， 6 ペンスの値段であった以前と比べて，この州の民衆はあまり悲惨でないとわかる。
なぜなら，わが労働者の大多数は，以前に週当り 2 シリングをあてにしてきたよりも，今はも (13J 
っと確実に 1 年を通じて週当り 3 シリング 6 ペンスを期待できると考えられるし，労働者階級
が健康で勤勉な住民のうちで最下層であるという想定にわれわれはたっているからである。
この種の調査では，ありうべき事情がすべて考慮に入れられなくてはならない。
日雇労働者一人の最低賃金が年間を通じて約 9 ポンド・スターリング，つまり週当り 3 シリ
シグ 6 ペンスだとしよう。さらにこの額が労働者家族の維持にのみあてられるとしよう。彼は
燃料や衣料・家賃に必要なものも稼がなければならない。第一<の燃料>は，この州ではその
ほとんどの地域でふんだんに存在することからあまり費用がかからない。その生活に本当に必
要なものを充足するのに，日雇労働者は，食卓用の豊富な野菜とジャガイモを少々産する，よ
く手入れされ施肥された半ルードの地所位は持っていなければならない。この二品目は秋や冬
にオートミールを少なからず節約することになる。この労働者の家屋と菜園の賃料に13シリン
グ 4 ペンスかかるとしよう。彼は他にも近くの牧場で飼育する雌牛を 1 頭持っているはずで、あ
る。牧草に出費をすればするほど彼のためにはなる。よい牧草地で夏草用に20ないし30シリン
グの費用を掛けるほうが，その牛を何も生えていない地面でただで、飼っておくよりもずっと利
益があがるだろう。わが日雇労働者がしぼりたての牛乳を飲むことはそうありふれたことでは (14J 
ないということも考慮されるべきである。さらに丈夫な牛からとれるバターは， 1 年でスコッ
トラ γ ド風にいえば 5 スト γ，イングラ γ ド流では約 100 ウェイトになる。バターの仕上がり
が程よくなめらかであれば，それは少なくとも 2 ポγ ド・スターリ γグにはなる。こうしてこ
こに家賃や牛の牧草に支払う資金が存在することになり，それは家賃と牧草に支払ってなお余
りがあるだろう。これ以上は女房の紡糸とあわせて，燃料や衣料その他の必要物をまかなわな
くてはならない。このような調査をしていない人にとって，こうした生活がいかに貧しくみえ
ようとも，実際それがわれわれにとっての現実なのである。オートミールがベッグ当り 1 シリ
γグの時に一一この価格は過去 3 年間続いている一一わが日雇労働者はこのように生活できる
のであり，私にいわせれば，しかも私がこれまで描いてきたような稼ぎと生活方法をしている
人々の家庭には何も悲惨の兆しはみられないのである。これが，純粋に生理的必要物を享受し，
何の余剰もない人々の状態である。したがってそうした人々が年老いた時には，慈善によるに
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せよ自分の子供によるにせよ，多少の扶助がなければ彼らが生きていくのはほとんど不可能で
あるが，このどちらか一方の扶助が彼らの期待を裏切ることもないのである。しかし私が描い
てきたのは，わが日雇労働者たちのうち極めて貧しい部類の生活だということを私は考慮しな
ければならない。彼らの多くはもっと良い賃金を得ているのである。そして若い住民は，農業
者の下で働いているあいだ，始末屋であれば，結婚ができるほどのささやかな貯えを得ること
さえできるのである。田舎の住民のうちで全く貯えがなくて結婚する例は，以前ほど一般的で
[15J はない(と私は思う〉。 こうした理由から，貧民の数は日に日に減少しつつある。同じくあら
ゆる種類の製造工に対する求人は子供たちに対する仕事口を提供するようになるし，田舎の作
男の賃金と日雇労働者の賃金とを妥当な割合に維持するのである。
この国の有能な作男の低い賃率は今のところ年当り約 4 ポンドである。もしミールがベック
当り 1 シリングとだするならば，作男の食糧はその主人にはさらに約 5 ポンド多く費やさせる
ことになり，合計で 9 ポンドになる。したがってもし，多くの作男が 5 ポンドないし 6 ポンド
もの年賃金を得ることになれば，労働者のうちのあるものは週当り 4 シリング，ないし 5 シリ
ング手にすることになり，両者は同水準となる。こうして，大きな不平の種となっている作男
の賃金上昇は根拠に乏しいとわかる。なぜなら，作男はそれでもなお日雇労働者の状態を超え
てはいないからである。唯一の相違は，作男の出費が，通常彼らが未婚であるがためにずっと
少ないという点である。そこで作男が手にする貨幣額は，始末のうえ貯えられて結婚の資金と
なるか，衣料や装飾品につぎ込まれてわが製造業を奨励するようになるのである。しかるに，
もしこの下層階級の稼ぎが引き下げられることになれば，生活資料の価格はそれに比例して下
落するだろう。
田舎のわれわれにとっては飲酒や放蕩はほとんど見られないという点をここで考慮しなけれ
ばならない。しかも，法律に則った専売許可をもっ者以外の誰もビールや蒸留酒類の販売が許
[16J 可されていないとすれば，現在以上に飲酒や放蕩がはびこることはないだろう。この理由から，
資格のある人だけがその所領でこうした店の商いを許されていることにジェントルマン層は留
意すべきである。その上でもし彼が抗議しても悪習を阻止できないならば，法の権威が利用さ
れて当然なのである。
婦人もまた無視しえない階級を構成しており，多くの婦人は紡糸作業で大変ゆとりのある生
活をしている。彼女らのうち稼ぎが一番少ない場合でも週当り 20ペンスから 2 シリングになる。
この稼ぎで、彼女たちは衣食をまかなっているのであるが，その多くが妙齢で未婚であるうちは
かわいくて費沢な衣装でこぎれいに着飾っているのが見られる。私が思うには，誰か若い男が
彼女たちを妻にしたいと望むことになったら，彼女たちはこの余分の衣服を子供の養育のため
に使うべく元手としてとっておくのである。だから，もしリボンゃそうした当節流行のささや
かな装飾品を使うことがなければ，田舎の若者は教区の若い娘たちが勤勉で、つつましやかであ
ることについて判断を下すことなどできない相談なのである。リボンのような余分な物を買う
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ことは節約の何よりの証拠だと私は思う。なぜなら，彼女らが装飾品を購入しようと思えば不
必要な支出はすべて切り詰められなくてはならないが，その装飾品は結婚の日からは夫が妻の
支出項目から取り除くものだからである。それはちょうど，彼女が今では賛沢品となっている
ものを手にするために，以前には別の賛沢品すべてをあきらめていたのに似ている。こうして
なんとか節約できるものはどれも，その子供たちを幼いあいだ養育するのに備えておかれるの
である。
田舎の労働の価格と食糧の値段との割合については， この両者がそれぞれここ数年間にみら
れたように， これで十分だとしよう。
次に私は，全国民を一括し，もっと包括的な見地にたって問題を考察しなければならない。
そしてこれは，わが勤労者の最下層階級の能力を超えて生活資料の価格が騰貴すると想定され
るやいなや，価格ヲ lき下げを目的に輸入のために港が開かれる場合， われわれの現在の政策が
適切であるかどうかを検討するためで、あるO
すで、に私が述べたことだが，産業の国では，市場におもむく人々のうち多数を占める階級の
能力以上に価格が上昇するのは不可能である。また私がこの国で最近観察したことを総合する
と， この見解をなおいっそう確信するのである。 しかしながら， この学説は一般には承認され
ていないので， ここで私は，輪入によって価格をヲ!き下げることの当否を検討し， つづいてそ
の目標に同じようによく適い， それよりす守っとわずかしか不都合を生まないかもしれない別の
方策を指摘したい。
<食糧が>高価格の年に， わが製造工や日雇労働者の最下層階級を援助することが必要でし
かもむしろ都合がよくなっている時には，輸入のために港を開くことよりもずっと効果のある
政策が工夫されうると思う。したがって，この点についての私の考えをもっとよく知ってもら
うために，いわゆる飢笹の年とただの高価格の年を区別することから始めたい。
飢鐘の年というのは，輸入の他には充足が不可能な，収穫の実際の不足だと私は解する。高
価格の年とは，収穫がどうにか足りる状態だと思っている。だから，自分たもの十分な生活資
料を得るには，その能力が市場の相場には及びえない人々だけが被害を受けるのである。
第一の場合には住民が実際に空腹のあまり飢えるのが分かる。第二の場合には，苦境は， そ
の稼ぎが自分たちの必要物を満たすのにぎりぎり足りる時には，最下層階級に重くのしかかる
だけである。
そこで起こるべき第一の疑問は，飢僅と高価格との間にもうけられた区別はどのようにして
確定されるのか， ということである。
私の解答は次のようになる。すなわち，過去の輸入状況や， また不作による実際の不足を充
足するという考えによって港が聞かれたような場合の事実の検討によってのみこの疑問は確か
められるべきである。そうした場合に，輪入される量が住民の通常の消費の20分の l あるいは
30分の l にさえ達するとすれば，そうした年を飢鐘の年だと私は認める。 しかしもし，輸入が
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住民の消費の80分の l を超えないと分かれば，私はそれを高価格の年だとおもうだけである。
その時，わが市場における適切な政策や， うまく工夫された穀倉計画によって，価格は国内の
実際の穀物量に比例したところに維持されうるのである九
* スコットランド向けの穀物の輸出入に関するわれわれの記録は定期的には保存されていない。こ
の理由からわれわれの収穫物の不足について概算を行うことができない。
しかしながらもし，わがくスコットランドの>収穫とわが消費との割合が，記録が正確に保存されて
いるイングランドにおいて知られているものとほぼ同じだとすれば，今世紀初頭以来住民の通常の消費
の80分の uこも及ぶ輸入によって充足されるほどの不足は決してなかったとし、いたい。
輸入が一番多かったのは1757年で，その場合のイングランドへの輸入は以下のとおりである。
グォータ一
大麦 ・…………・・….. 5, 781 
オー ト麦 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7, 460 
オートミーノレ ・・・・・・・・・・・・・・・・..一 298
ライ麦 ・・・…・・・・・・・・・・・・・・・ 7, 861 
小麦 …………・…-… 130, 343 
合計十， 151, 743 
さて，イングランド住民の年々の消費の推定量は，平均して全種類の穀物で 1 ， 350 万クォーターを超
{20} える±。だからこの異常な輸入でもく消費>全体の89分の 1 にもならないし，平均輸入でもく年消費の>
1/571 を超えない。ここから，輸入は今世紀初頭以来どんな場合でも必要ではなかったと，私は結論づ
けねばならない。最近についても事態は同じだということがまもなくわかるだろう。さらに私は次のよ
うに結論づける。すなわち，もし生活資料の価格が実際に異常な高さにまで上昇するとしても，欠陥は
間違った市場政策にあるのであって，収穫の実際上の不足にあるのではないのであり，さらに農業者の
階級全体を苦難に陥れる輸入ではなく，最悪の年でさえ産するとわかっているものをもっと上手に算段
することによりその欠陥は除去されるべきなのである。
(6) 
+ Il穀物貿易および穀物法論』第 2 版， 124ページ。
ｱ 同上，同版， 144, 145ページ。
この目的のための適切な計画にνついての私の意見を述べることを私は故意に避けている。というのも，
穀倉がイングランドのための小麦とライ麦約20万グォーターというわずかな量に限定されているとして
も，この国民は穀倉建設のための構想に心を動かしそうになL、からである。この穀倉は王国のかの地方
くイングランド>でこれまで生じたあらゆる飢謹ならどれについても有効な救済策となるだろう。スコ
ットランドに何が必要かということは.われわれの輸入状態がもっとよく知られてはじめて推測できる
のである。王国のこの地方は，穀倉によって利益を得る状態にはたぶんまだなっていない。というのも，
現在のところわが消費の平均が播種分を除いたわが産出の平均を超えるということもありえないことで
はないからである。こうした場合には，穀倉はわれわれには役立ちょうがない。しかも，もしそうだと
すれば，実に手近で潤沢なイングランド市場にスコットランドが頼れるということは，何と幸福なこと
なのだろう!
[20J そうはいうものの，現実には飢鍾は生じていないが，それでもなおわが政策の欠陥により市
場が荒廃し，異常な価格騰貴が起こることになれば，イングランドの事情次第では，特定の時
点で港を聞くより他に方法がないということを私は認める。
[21] しかしその時でも，私は敢えていうが，適当な時期に輸入を停止させる権限をどの港におい
てもすぐに執行できる状態でないならば，それは有害この上もない帰結をともなうような乱暴
な対策である。さらにこの矯正的手段でさえもまた，こうした年にわが収穫物の不足を充足し
ーディソグ・インタレ
ている商人階級に実に不都合な影響を及ぼすこととなる乱暴な対策である。一言でいえ
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ば，わが最下層階級だけが苦境にある時に，しかも輸入によって生活資料の価格を一律に引き
下げるという計画は，最も緊急に必要な場合にだけ頼みとされるべき方策である。そうでない
場合はいつでも，国内価格をその水準にまで引き下げて，耕作に損害を与え，また必要に迫ら
れて救済を求めているのでもない多くの階級を利するよりも，最下層階級が高価格で買えるよ
うにする方策を考案することの方がはるかによい。この方策が明らかにされるべき段となった。
日雇労働の最下層の価格とそれと両立可能な生活資料の最高価格との聞の適切な割合につい
て算定することは許されないのだろうか?
この割合が算定されたら，農業の奨励には可能な限り低いが，生活資料が彼らの能力との割
合では高すぎるということを想定しよう。
この想定は社会的ディレンマとなる。つまり，われわれがもし生活資料の価格を支持すれば， [2J 
わが勤労者の最下層階級を害することになる。他方，われわれがもしその価格を引き下げれば，
全国民に食糧を供給する農業者を害することになる。
このディレンマの解決は二つの方策に帰着するように思われるO 第一はどちらかといえばい
つものやり方，すなわち生活資料を輸入するために港を聞き，その一切の輸出に対しては港を
閉ざすことである。多数の人々の考えによれば，農業者は，自分たちが全国民の生活資料を手
中に握っているあいだは，つねにやっていけるものである。だから損失は，あるとしても，農
業者の身になれば，そうした年に地代の一部を失うことになる領主に降りかかるように思われ
る O また領主はこの損失に耐えうる能力が一番大きい階級である O
第二の方策はこうである。つまり，勤労者のうちの最下層階級の賃金を引き上げて，それを
農業にとって最も有利となる食糧価格と同じ水準にまでもってゆくことである。
両方とも乱暴な対応策，つまり事物の調和と通常のなりゆきを乱すという犠牲において用い
られる対応策であるから，この二つの方策のそれぞれにともなう弊害を私はいま検討したい。
第一の方策に関しては，農業に降りかかる弊害のいくつかはすでに言及されている。しかし
いま私は次のことをつけ加えなければならない。すなわち，価格の引き下げによって生じる損 [23J 
失が領主の上層にまで及ぶ噴には，彼らのもとにある借地人は完全に零落させられているとい
うことである。というのはこの借地人は， 1 シリングでも持っているかぎり，その地代を支払
わねばならないからである。そのうえ輸入による価格低下は全くあやしいものであり，その価
格低下が続くかぎり特定の市場をだぶつかせ，困り果てた農業者は手離してもよい価格よりも
安価に売ることを強いられる。それでもわれわれにとって，この輸入による価格低下が，価格
を一律に低水準に維持しながら農業者を富ませるという豊年の効果をあげうることは断じてな
い。なぜなら，すでに観察してきたように，通常の消費量とこれまで知られている最大の輸入
量の割合はほとんど取るに足りないものだからである。
このことの証拠として， 1768年 4 月にグラスゴウ市場においてわれわれの目前に起こったこ
とに注目しよう。その時諸港は輸入のために聞かれていた。アイノレランド産のミールが持ち込
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まれ，わがiiガのミールが 1 シリングで売られているその同じ市場で，ベック当り 9 ペンスで
売られた。このことから，アイルランド産のミールはその価格にみあって質の劣るものだった
に違いないと，私は推測する。しかしそれは市場に存在し，したがって買われたのである。聖
霊降臨祭の日は間近に迫っていた。農業者たちは自分たちの地代を支払うために売ることを強
いられていた。市場は満杯だった。価格は，その年の全般的豊穣にではなく，その市場の豊穣
に照応して下落した。イングランドでは小麦がなお高価だったので、輸入は続き，したがってグ
[24J ラスゴウ市場はひきつづいてアイルランド産のオートミールが供給されていた一方，昨年のわ
が作物の大部分は相変わらず売却されないままなのである。しかし農業のこの窮境はスコット
ランドに固有のもので，わがイングランドの同胞のあずかり知らぬことである。今年の小麦は
イングランドでもヨーロッパ中でも高騰しているので，港を聞いたままにしておいても，イン
グランドの同胞には有害で、はない。だがもし，輸入される小麦すべてに 1 クォーター当り 10シ
リングのプレミアムをつけることによって，議会がイングランドの生活資料価格を効果的に引
き下げ、ていたとすれば，イングランドの農業者はスコットランドの農業者と同様に大変な窮境
に陥っていただろう。なぜなら小麦 1 クォーター当り 10シリングというのは，われわれのオー
トミールの価値とアイルランド、市場で、最近販売されたオートミールの価値との差にだいたい同
じだからである。
市場価格の急激な変化による農業者の損失だけがこの方策にともなう唯一の弊害ではない。
商工業の損失もかなり大きい。最近イングランドで輸出が突然止まったことはこの損失を深刻
に感じさせたし，騒々しい苦情を大きく呼びおこした。輸入による<穀価>急落もまた穀物の
国内商業に一大窮境をひき起こす。急激で予想のつかない商業上の変化は通常有害であり，
従って可能な限り避けられるべきである。しかし，わが政策のこの特定部門をこれ以上検討す
ることは，言及しようと思っていたところを超えることになるので，私はこの検討を終わりに
[25J して，つづいて第二の方策に伴う弊害に移りたい。この第二の方策は，勤労者の最下層階級の
デイヲ・ウェイジズ
日賃金を，生活資料の市場価格に比例して法律によって引き上げるように定めることである。
ここでの最重要な弊害は，日賃金で仕事をしているのではない勤労者にとって，この方策は
なんら救済とはならないことである。この点について私は次のことを述べておかなければなら
デイ P ・ハイヤ
ない。すなわち，独立して，つまり出来高制で働いている人々は，日 雇で働いている人々よ
りは通常一一私は全般的にと思うが 高い階層にあり，従って最下層の賃金だけが生活資料
の市場価格に比例して引き上げられるように仮定されているのだから，それより高い階層の人
々は十分に暮らしていけると想定しでもさしっかえないということである。
ネセジタス
生活資料の高価格によって現実に害を受ける人々は，慈善によって生活している困窮者だけ
である。こうした人々は通例貧民とよばれており，ありていにいえば，この言葉は住民のこの
最下層階級にだけ充てられるべきである。わが政治評論家たちは貧しいという名の下に，貧し
い所帯主，貧しい労働者，貧しい職 人や製造工を含めている。要するに貧民とは富裕でない
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のである。さらに高い生活資料や高価格という言葉を使用するのに，評論家たちは，高いとい
っている生活資料の各品目の妥当な価格はいくらになるのか，またそうした生活資料を消費す
ることになる貧民の<支払>能力はどうなのかについて，われわれに教えてくれない。問題全
体は謎のままである。折りにつけてみかける新聞やパンフレットでわれわれに伝えられている [26J 
のは次のようなことである。公共社会には大きな負債があり，多数の個人が非常に富裕で，貨
幣の購買力が低いことの結果，生活資料が高価になるといった理由からグレート・ブリテンの
国民は飢えに瀕している。しかしさらにわが議会が本気で取りくめば，一切を立て直すことが
で、きる。
このような重要な政策部門を論ずるのにそんなに暖味で不十分なやり方をするならば，すべ
ては漠然としたままである。しかもわれわれの方は貧民を救済しようと意気込んでいるのに，
どういう人がわれわれの関心の対象であるのかということも，われわれがどの程度の救済策を
その貧民に講ずべきかということも，われわれには知らされていなし、。
貧しいということばを(どの勤労者よりもなお下層を構成して，慈善で暮らしている〉困窮
者に限定し，われわれはここで身近かにいる困窮者の現状をある程度観察しなければならない。
この州の名誉のために次のことはいえる。すなわち，わが貧民がどれほどわれわれの負担で
あろうとも，彼らは，現在いろんな所で見うけられるように，万ーなすことなくぶらぶらして
パブリッグ・エューサンス
おればなったかもしれないような，社会の厄介者では決してないということである。彼らは家
にとどまって自分たちの生活維持のためにで、きるかぎりのことをしている。われわれの祖先が
彼らの生活維持のために確保しておいた基金が日曜日毎の寄付に加わることによって，彼らの
労働の<報酬の>不足分を補うのにはだいたい十分で、ある。またこの両方で，必要なものに足
ステント (7)
りないとわかれば，土地所有者たちはその救済のために教区への公租に気持よく応じる。 [27]
このことからわれわれは，財産や地位のある人々が宗教ならびに利害の原理によって貧民の
状態を調べることはかなり必要なことである，と判断しでもよい。
老年期にさしかかった時に住民が絶対的貧困に落ち込まないようにするためには，時宜をえ
た努力がなされなくてはならない。工夫の母ともいえる貧困を通じて見つけられた，最低水準
イ';/ ~{ストリ
で暮らしを立てていくための方法や，この状況と両立可能なささやかな勤勉を発揮するための
方法に精通するという牧師の義務こそがまず提唱されるべきである。教区にみられる様々な程
度からなる困窮を熟知し，訓示によってあらゆる貧民の家で観察したことを伝えてしまうと，
次にその牧師は，貧民がその哀れな状態を改善しようとする努力によって，貧民の意向をいく
ぶん判断する機会を持つことができるし，さらに，貧民用基金を事情に応じて慎重に配分する
ことによって有効に活用することもできる。
怠惰な人や困窮した人にさえ，むやみに避難所を設け過ぎることは社会にとって損失となる。
人類は野心をなくすと怠惰になる傾向が強い。また多くの人々は，必要に駆りたてられる時に [28J 
はいきいきしてくるはずだが，他人の慈善によって扶養されて，見すぼらしいけれども安易な
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生活方法に身を任せるという状況に出会うと，すすんで怠惰に耽るようになる。
小屋<cottages>が日雇労働者や田舎の職人と同じく貧民の住居である。次のことがとく
にこの州の地主にとり注意されるべきである。第一。小屋には職人か日雇労働者が適度にいる
こと。第二。こういう人々みんなの子供たちを早くから勤勉家に育てること。そして第三。
(さしあたっての便宜という利害関心から〕農業者が怠惰な住民にそうした避難所を与えるの
を阻止することである。そうすることは，将来に教区の負担になるような住民を閏定化するこ
とになってしまう。ジェントルマンが慈善箱からその地代の一部を引きだすのを見るのは何と
みぐるしいことだろう! しかもこうした事実の例を私は知っている。私は敢えて乱用を全体
としてただすつもりはないし，そのための計画を立てるつもりもない。多くの人々がし、くぶん
なりともただすことのできる範囲のことを指摘することで私は満足である。
輸入の適切さと，買いにでかけなければならない人の能力の限度によって価格水準を算定す
る方法とにかんしては以上のことで当面十分だとしよう。つづ、いて私は，わが農業の現状を考
[29J 察し，その生産物を増産するに際し土壌の改良のためにわれわれが踏んでいる手順を述べなけ
ればならない。
ラナーク州を知っている人なら内耕地<Croft>や外耕地<Field-land>ということばを知
らないわけがない。この州を知らない人々なら，われわれの用語を腹の底から笑いとばすだろ
う。というのもこうした人々には，上のような区別は存在すべきでないからである。もし仮に
われわれの用語を変えることによって現実そのものを変更できるとしたなら，それはまことに
幸運というものである。
内耕地というのは遠い昔から 3 年ないし 4 年ごとに施肥されてきている土地をいい，この深
い粘土土壌をこのように取り扱うことによって，内耕地はすっかりきめの細かい肥沃な黒いロ
ームに変えられてきている。
外耕地<Out-field>というのは，これまた昔から翠耕や施肥をすることなく耕作と放置をく
り返してきている土地である。この土地はかたい粘土のままであり，作物に適した養分が大い
に欠けている。内耕地とこの外耕地との量的割合はほとんどの農場で 1 対 3 ないし 1 対 4 から，
場合によっては 1 対 5 位である。
外耕地で耕作されていない所には一種の芝草が生え，これはほかならぬここくこの州>でだ
け羊にとっての牧草と呼ばれている。こうした外縁部にもわが最良の土地の刈り株畑にも，わ
[30J が農業者の見る影もなくやつれた動物が，収穫期から播種期にかけて寄ってたかって地面を踏
み荒らす。この動物の足跡でできたくぼみはどこにも水が銀コップに入っているように溜まり，
地面を冷却させて，ついには太陽や風で蒸発してしまう。そしてこの地面はカラカラになって
レンガ状に固まり，夏のあいだそのままにとどまる。ところが雨が多い年には，雨の日々とポ
カポカ陽気の日々とがかわるがわる繰り返すと，その驚嘆すべき土質のために，その粘土土壌
は例のくぼみのまわりからくずれて，そこに良質の牧草を育てる。
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内耕地と外耕地というわれわれのことばを一笑に付す人々がいいたいのは，ほかでもない施
肥をすべて内耕地にだけおこなって外耕地を無視するという今のやり方をわれわれは続けるべ
きでないということである。この点で彼らはたしかに正しい。もしこのことを続けるとしたら，
新たに地代を支払うことは不可能になるだろう。なぜなら，田舎が改良されうるのは，ひとえ
にこの想定にもとづく限りであるから。
わが農業者全員がこの教えの正しさを認めていることにわれわれは今では満足している。し
かも，この数年をみれば，石灰や整耕・施肥もなくこうした耕地を耕そうとする人など見かけ
なくなっている。農業者たちが干し草や牧草の種という見事な収穫物を手にいれる内耕地に牧
草の種を蒔いているのも，われわれは目にすることである。これは以前には知られていなかっ
た。さて，もしも役立たずといわれている馬が増えなかったら，この農業者たちはいったい干
し草のどんな売れ口をみつけることができるだろうか? 囲込むことやその土地を牧草地に転
換するとし、う意気込みがなかったなら，ライグラスの種にそもそも売れ口を見つけることがで [31] 
きるだろうか? オート麦やオートミールが高価格で、なかったとすれば，わずかな資本しか持
たない農業者が不毛の土地を改良し，これまで地代の支払いや自分たち自身のわずかな生活資
料のためにあてにしてきた農場の一部分に牧草を育てるという犠牲をあえて払うことがどうし
てできるだろうか?
もし市況が下がり，オートミールがボール当り 8 ないし10シリングに戻ったとすれば，新し
い<農業>方法はもはや終わりとなり，わが借地人は破滅するだろう。しかし，その改良の成
果が最初の出費を償うようになるまで、身銭を切ってやっていける人の場合を別にして，あらゆ
る改良は完全に終わりになるだろう。
市況がもう数年間高値を続けることを望むと以前に私がいったのは，ひとえに以上の理由か
らである。その時までには，土地の生産物は田舎の住民の生活資料に対しこれまで以上に大き
な部分を負担し，なおかつグラスゴウの需要が充足される状態の改善となる。したがってその
結果なら価格は下落しでもよいのである。
そうするとわが住民の階級全体の状態にどのような違いがみられることだろう? 最下層の
人々も，腕をみがき仕事口も増加するがゆえに，これまでよりも暮らし向きがよくなる。農業
者たちは価格の低さを償うために耕地を追加的に拡大することになるだろう。これに対し，今
のように生活資料を輸入することによるなら，農業者たちは耕地の拡大のないままに市況の下 [32J 
落をみることになり，不毛な土壌の改良が完了し，土地が年々の生産物を倍増しおえた時なら
かなり期待できる価格で穀物を売ることを，自分たちのみならず公共社会のためにもその改良
の努力をしている最中に，強制されるのである。
生活資料の高価格に反対して強く抗議することが大変俗うけのする話の種となっているので，
人はそうした議論に対抗して敢えて常識を語ることをめったにしない。くだが>製造品の価格
にかんしては事情は全く異なる。
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近頃フランス産のローン織やキャンブリック織の輸入を認める提案があった時に，この州で
正当にも起こった非難はどのようなものだったろう? その時われわれはこぞって，ベイズリ
インファント
に設立されたばかりのわが幼稚製造業が破滅するのを予想したので、ある。
数年もすると，ベイズリはヨーロッパのどの国民とも市場で太万打ちできるようにならない
だろうか? わが農業がその初期段階にあるときには，生活資料についても事情は同じだとい
えないだろうか?
穀物を栽培することは，布を織ることと同様どの点からみてもマニュファクチュアーではな
いのか? もしそうでないのなら，その違いがよってたつ原理を教えてくれれば，私には有難
し、。
[3J 勤労階級がその製造品を販売して外国市場で優位を争っている時には，とにかく生活資料が
他国でよりも自国内で安価なことが大変有利な点を，私はよく理解している。しかしなぜ，最
も貧しい製造工でさえ余裕をもって支払うことができるよりも<穀物の>価格がなお低くある
べきか，私にはわからない。特にその製品が主に圏内消費や植民地消費向けである国において，
園内の幼稚産業に妥当な利潤を与えるというだけの目論見で，他国から同種の商品の輸入に対
して港を閉ざしているところでは，なおさらそうである。どのようなことが述べられようと，
その供給者である階級に害を及ぼすほどに生活資料の価格を低く抑えることが有利だと，私は
思わない。
これまで述べてきたことから当然に，私は，この州の土地利害集団と商工業利害集団との聞
に存在するとふつう考えられる対立をさらに検討することに移ろう。
私的利益<:private interest:>こそが社会<:political:>生活における全行動の大きなノミネで
ある。だから，どんな社会でもいくつかの階級がその社会の共通の目的で結びついているが，
それなのに，共通の利益によって固く結び付けられているもう一方の階級とは別の利益を，熱
意と敵意のあまりっくり出しており，ややもすればこの共通の利益を見過ごすことになってい
るのを，われわれは目にする。
[34J 一般的にはこの王国において，またとくにこの州において，そもそも二大階級とは土地利害
の人々と商工業利害の人々 <:the Landed and the Trading rnen:>である。悲しいかな!
この両者は余りにもしばしば互いに対立しているし，またこうなっているのは，彼らの利益が
両立しえないと一般に思い込まれているからである。
土地所有者はその地代を引き上げるために，とにかく生活資料の価格をできる限り高くして
おくことに恒常的な関心を持ち，商人はなによりも製造品価格を低く抑えるために，とにかく
生活資料価格をできる限り低くすることに絶えず関心を示すと思われている。
領主と商人というものは，それぞれの階級の先頭にたち，その階級を構成している人々の意
向を規制するか，少なくともそれに影響を与えていると私は思っている。
領主とともにあり，また一つの共同利害によって領主と極めて密接に結びついている人々は
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農業者，すなわち社会全体に生活資料を供給する人々だけである。商人とともに大声で安価な
生活資料を求めるのは製造工階級のすべてや職人，所帯主，年金や給料で生活している人々で
あり，さらに田舎に住居を持ち，仕事をくれる領主や農業者に頼って生活している日雇労働者
でさえもそうである。
この問題に関してどちらか一方の肩をもつのは，この州の利益を推進しようとする目的で筆 [35J 
を執ろうとしている人には似つかわしくない。私の考えは，双方が事態の真相を悟るようにな
ってくれるようにと可能な限り説明することである。もしひとたび，両階級が自分たちの利益
はこれまで自覚していた以上に密接に結びついていることに気づくならば，たがし、に歩みよら
せるためには賛言を必要としないだろう。
私は先に，オートミールの価格とわが田舎の日雇労働者の所得との割合について言及し，こ
の割合を常に正しい均衡状態に保つことの適切さを指摘してきた。同じ原理が商工業利害集団
に属する階級すべてについても作用することが分かるだろう。製造工の最下層階級の賃金は，
この割合以下に下落も，またそれ以上に騰貴もすべきでない。
そこで，この問題の検討にとりかかる際の最初の手順は，商人の最下層業務，たとえば荷物
運搬・倉庫業務・港湾労働・船舶清掃など特別の技巧を要しないところに雇われている人々の
所得はどのくらいかを調べることである。この調査にもとづいて，もしこうした人々の賃金が
週当り 4 シリングよりも高いとすれば，農業と両立可能な価格<=賃金対価>は商工業とも両 [36J 
立できなくはないと，結論せねばならなし、。なぜなら，もし商工業に雇われている最下層階級
でも日雇労働者よりも多くの稼ぎがあるとすれば，彼らのうちの上層階級には欠乏が及ぶこと
はないからである。
上述した仕事に従事している人々が商工業の最下層階級とみなされるべきでないというのな
ら所得にかんして彼らにかわるほんとうの最下層階級というものを提示してもらいたいし，
さらに以前に田舎の勤労者の状態を検討した際に行ったのと同じように，その年令や健康状態
・性別・腕前等々を考慮、に入れて，その所得についての考察をしてもらいたいものである。だ
からもし，私がそうだと信じているように私の知識が正しいなら，グラスゴウやベイズ 1) にお
いて，週当り少なくとも 3 シリング 6 ペンスを稼いでいない製造工階級はいないことになる。
私は次に，製造するのが安くてすむことはただ外国貿易だけの活力と支柱なのだということ
を述べなければならない。なぜなら，およそ様々な国の製造品が互いに競争して販売される市
場ならどこでも優位を与えるのはこの点だからである。
第一の原理と同じく否定しがたし、第二の原理とは次のことである。すなわち，製造工たちが
総勢で、佐上げた製品が，外国に卸しで売られる時も，消費者に小売する人々によって園内で売
られる時も，その際に示される価格によってすべての製造工の賃金は規制される，ということ
である。商人すなわちマニュファクチュア一様式で大がかりな経営を行っている人が，生活資 [37J 
料の安価な豊作の年に，賃金率を引き下げようと努力しでも，財の市場価格が個々の製造工に
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生活資料以上の支払いを許すかぎり，それは無駄であろう。生活資料が高価な飢僅の年でも，
売りに出しでも財の価格に賃金率を引き上げる余地がありえない限りは，製造工が自分の賃金
の引き上げを得ょうと努力しでも，これまた無駄で、あろう。
生活資料の価格が常に一定であることほど商工業にとって有利なことは他にない。このこと
によりやがて，最下層階級の賃金は生活資料の価格と適切な割合になるだろう。そしてより高
い利潤は特別な技量によってのみ決定され，なおいっそう究極的には，すでに述べたように財
の市場価格の規制下におかれるだろう。だが生活資料の価格が年々絶えまなく変動しているか
ぎり，製造工は，その賃金を引き上げることができない時には我慢できなくなり， 4 日働けば
1 週間暮らしてゆける時には怠惰になる。
製造工階級の賃金相場は生活資料の価格によってよりも，むしろ製造工が仕上げる財の市場
相場によって規制されるということを証明するために，もし私がこの考察で自分に制約を加え
てきた範囲内で、もっと実例をあげることができるとしたなら，この考えが誰にでもわかるよう
[38J にするために多くのことを示すことができるのだが。グラスゴウのわが聡明な商人の注意を喚
起し，またその田舎の同胞の利益がたぶん彼らの自覚している以上に商人たちの利益と密接に
結びついていることを，その商人たちに指摘するためには，ひとつのヒントがあれば十分だと
私は思う。次に移る前に，そうなるのだということを一層明確にしておきたい。
異常な豊作で生活資料が安価であるというめったにみられない年ほど商工業にとって有害な
ものは他にない。もし製造工がその時に相変わらず勤勉であれば，彼らの勤労にもとづく高利
潤によって，彼らの生活方法は間違いなく改善される。だから生活資料の高価格が再度戻って
きて，そのうえこうした特別のく楽な>境遇を断念しなければならないと，製造工たちはいら
だち，まるで、必需品を奪われたかのように不平をもらすのである。しかし製造業がまだ揺監期
にある国々では，必要だけが人々を労働にかりたてることは比較的よくあることなのである。
だからこうした時には，暮らしを立てていくのに絶対に必要なものを超える時間はすべて怠惰
に費やされるのが通例である。
以上の考察から，生活資料は少なくとも製造工の最下層階級の所得と両立しうるくらいの高
さにあるのが総じて商人の利益であると，私は結論づける。そしてもし，この階級が田舎の日
雇労働者や作男と同じく賃金>水準にあるとわかれば，その時土地利害集団の嫉妬はことごと
[39J くなくなるだろう。なぜなら生活資料の価格は，雇用されているこの多数からなる階級のとぼ
しい能力の限度を超えて騰貴すべきでないし，また実際にも，私が主張しているように，騰貴
可能ではないからである。
田舎の労働者ではなく，製造工の下層階級こそが結局<穀物の>高価格による苦難を最初に
感じる人々であるということが不断の経験から学んでいるものとして，ここで反論として持ち
出されるかもしれない。
これに対して私は答える。すなわち，なるほどこうした製造工たちの不平は最初に聞こえて
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くる。しかし，彼らが最初に損害をうける人々ではないと私はいいたい。製造工たちは徒党を
組んで、，欠乏状態にあろうとなかろうと，安価な生活資料を求めて雲蚊のように群がるかなり
の都会に居住している。憐れにも腹をすかせた日雇労働者の叫び声は，彼らがみすぼらしい農
舎にいるので埋もれてしまい，何はさておきその人の口をふさぐことを利益だと考えている人
々にとり固まれて，聞きとれない。
公共社会の同情をかうことによって救済を得る点で最下層の製造工階級に存在する利点を考
慮すれば，日雇労働者の苦境と最下層の製造工階級の苦境とには著しい違いがあるが，このこ
とは政府によって可能な限り慎重な注意が払われなくてはならない。事態は私が述べた状態に
なっていることの証拠として，最近の出版物*から次のことが分かる。すなわち，<食糧の>
高価格から生じる騒動や反抗はすべて，下層階級に必要な額をはるかに超える賃金を得ている [40J 
勤労者の上層階級の間で常に起こっている，ということである。この上層階級は，欠乏のため
ではなく，農業者が供給できるよりも安い価格で暮らすことを望んで、叫び声をあげるのである。
* 11イングランド地方巡行 6 週間』
もしそれでもなお，製造品によっては，われわれにとって極めて低い価値にしかならないの
で，生活資料<の価格>が妥当な水準にある時でも，それに従事している人々の暮らしが立っ
てし、かないとし、う主張があるとしよう。私は答える。そうした商品は，国内よりも安価に売ら
れる市場への輸出向けのものであるか，その製造部門が供給過剰になっている時の国内消費向
けのものであるに違いない。第一の場合には，輸出品目にたいする奨励金によって弊害が除去
されねばならず，第二の場合には，そうした部門に充用されている人手の削減によらなければ
ならなし、。しかしいずれの場合でも，王国の全製造業よりも多くの人手をもっぱら就業させて
いる農業の利益にとって，あまりにも低きに過ぎるところまで生活資料の価格を引き下げて，
弊害の除去を行うべきでない。
もし隣国の例がわれわれ自身の理性と経験によって解決すべき問題に影響力を持ちうるなら，
私はここで，見聞の広いと考えられる人から聞いた観察に注目しでもよい。それはすなわちこ
うである。つい最近までフランスにおいて政策について好んで持ちだされる話題は，穀価を可
能な限り低く抑えることであった。輸出はすべて禁止され，地域から地域へのものさえそうだ
った。穀物は滞貨となり，農業は衰弱した。大多数の住民は怠惰で悲惨になった。製造業は， [41] 
首都とか公金負担によって強力に維持されている二・三の地方を除いて，設立されると直ちに衰
退してしまう。その人がし、うには，イングランドにおける高賃金が一方でその商工業と，他方
でその穀物相場と両立しうるのはいかにしてかはフランス人にとっては謎だった。なぜなら調
べてみると，イングランドの小麦価格は，フランスができるかぎり予防策を講じているのに，
フランスにおけるのと同様全く低く，しかもこの商品を求めて多額の貨幣がイングランドに流
れていることさえわかったからである。製造業が繁栄するのは安価な生活資料からではなく，
市場の活発な需要からであることに彼らは今では気づいてきている。しかも，自国住民の大多
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数の階級が悲惨なまでに貧乏でいるあいだは，よい賃金という魅力に誘われて精巧な仕事に専
念するようになった人々が製造した財貨を求めることなど彼らにはできない相談なのである。
私の主題の以上の部分を締めくくる段である。くこれまでの>考察にもとづいて次のような
ことになると思う。この州の日雇労働者階級は貧民を除いて最下層をなしている。だから，生
活資料の価格がこの日雇労働者のく支払>能力を超えない限り，また日雇労働者階級が(天候
から生じる彼らの仕事によくある中断にもかかわらず)オートミーノレがグラスゴウ市場でペヅ
[42J ク当り 1 シリングである時に，週当り 3 シリング 6 ペンスないし 4 シリングで生活し，子供を
養育できる限り，商工業の利益はなんら損害を被らず，農業の利益も十分に確保されるだろう。
しかももし，オートミールがベック当り 1 シリング以上に騰貴したり， 10ペンス以下に下落す
ること(これは16%の変動幅である)を常に阻止する計画が工夫できるなら，その計画はわれ
われが考察している二大階級の利益に最も望ましい効果をあげることがわかるだろう。ところ
で，全般的利益を計算した提案の達成という目論見でもしこの州が真に団結すれば，このよう
な計画は実行可能なのかもしれないということを一体誰が認めるだろう。それは無理なく期待
されることというより，むしろたぶん切望されることがらである。
《続く》
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